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☆＋＋星座を見つけよう＋＋☆

　季節の星座とは、それぞれの季節の２１時頃に南の空に見られる星座たちで、４月の２１時頃に南の空に見える「しし座」「かに座」「おとめ座」を、春の星座と言います。夏の星座は、７月の２１時頃に南の空に見える星座たちで、「へびつかい座」「さそり座」などがあります。この時、西の空には春の星座が見えています。２３時頃の東の空には秋の星座の「やぎ座」「みずがめ座」「うお座」などが見られ、夜明け前の東の空には冬の星座の「おうし座」なども見られます。早い時間の西の空には前の季節の星座、遅い時間の東の空には次の季節の星座を見ることができるのです。

★～☆～★～☆～★～☆～★～季節の星座たち～★～☆～★～☆～★～☆～★

☆春の星座（３月～５月）
　春の星座の目印は、春の大曲線と春の大三角です。北斗七星の柄を南に伸ばし、うしかい座のアークトゥルス～おとめ座のスピカとで描かれるカーブを春の大曲線といい、うしかい座のアークトゥルス～おとめ座のスピカ～しし座のデネボラで描かれるのを春の大三角といいます。
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☆夏の星座（６月～８月）
　夏の星座の目印は、こと座のベガ～わし座のアルタイル～はくちょう座のデネブで描かれる夏の大三角です。夏の大三角から南の方向にある星空には、いて座～さそり座に掛けて、とても綺麗な天の川を見ることが出来ます。
☆秋の星座（９月～１１月）
　秋の星座の目印は、アンドロメダ座のアルフェラッツ～ペガスス座のアルゲニブ～マルカブ～シェアトで描かれる秋の大四辺形です。秋の夜空は、明るい星が少なくやや寂しい感じがしますが、大気中の湿度が下がる事で透明度が増し、星々は輝きを増していきます。
☆冬の星座（１２月～２月）
　冬の星座の目印は、オリオン座です。オリオン座のベテルギウス～こいぬ座のプロキオン～おおいぬ座のシリウスで描かれる冬の大三角、オリオン座のリゲル～おおいぬ座のシリウス～こいぬ座のプロキオン～ふたご座のカストルとポルックス～ぎょしゃ座のカペラ～おうし座のアルデバランで描かれる冬の大六角が有名です。

～＊～＊星座を見つけるポイント＊～＊～
星座には、明るい星があって見つけやすいものと、明るい星がなく見つけにくいものがあります。星座を探す時には、目印となる明るい星座や星を見つけて、それをたよりにまわりの星座を探します。







★＋☆＋★季節の星座投影会★＋☆＋★星空駅

　・会　場：プラネタリウムＬｉｎｋ広場
病院

　・期　間：７月３日（土）～９月５日（日）★バス停

　・開　館：１０：００～１７：３０ココ

　・入館料：小学生以下　　　５００円ホテル
Ｐ

　　　　　　一　　　般　１，０００円
★＋☆＋★＋☆＋★＋☆＋★＋☆＋★＋☆＋★プラネタリウムＬｉｎｋ
交番◎

※団体でご利用の場合は割引があります。
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